
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 

農研機構の研究成果である防除適期予測の
アルゴリズムを API 経由で利用でき、開
発期間とコストを大幅に圧縮できました。
中小企業でも先端の研究成果を製品に組み
込める点は大きな利点です。提供元の異な
るデータを共通の作法で取得でき、公的デ
ータにより予測の根拠も説明しやすくなり
ました。 

■ 

令和 6 年度の実証では北海道（JA）で
260.15ha、滋賀県（営農法人）で 53.1ha
の散布に利用され、紙地図による確認と比
べ大幅な作業時間の削減が確認されまし
た。トライアルには JA、NOSAI、営農法
人など 30 社以上が参加し、29 都道府県で
利用されています。 

■ 

2026 年 9 月の正式版から、水稲以外の作
物（だいず、小麦等）の圃場登録に対応。
防除適期予測の他作物への拡大も検討中で
す。対象病害虫も現在の 3 種に加え、稲こ
うじ病などの追加実装を進めています。 

■ 

「散布の助」は、農林水産省の補助事業に
よる実証と農研機構の研究成果があって形
にできたサービスです。圃場単位で防除適
期が分かるという中核の価値は、WAGRI
を通じて研究成果の API を利用できたか
らこそ実装できました。データを持つ側と
現場をつなぐ基盤は、当社にとって大きな
力になります。 

■ 

「散布の助（SANP no SUKE）」は、水稲
の病害虫の防除適期を圃場単位で地図上に
見える化し、散布スケジュールの立案から
実績登録、進捗管理、報告書作成までを一
気通貫で行えるクラウドサービスです。ブ
ラウザで動作するためインストール不要
で、PC 版とモバイル版を提供。主な利用
者は JA・自治体、営農法人、散布事業者
です。 

■ 

ドローンによる農薬散布の受託が急拡大す
る一方、発生予察情報は地区単位のため、
品種や移植日が異なる圃場ごとの散布時期
の判断は担当者の経験に頼っていました。
紙地図での圃場確認や移動、実績集計・報
告書作成の事務負担も大きく、適期防除と
業務効率化の両立を目的に開発しました。 

■ 

研究段階の予測アルゴリズムは、現場での
薬剤選択と噛み合わないという課題があり
ました。農研機構の研究者に確認しなが
ら、適用できる薬剤は予測した防除適期
を、それ以外は薬剤ラベルの使用時期を表
示する方針に整理。また、屋外・手袋・短
時間という制約に合わせ、モバイルはワン
タップ入力に絞り込み、実証地域の事業者
の試用を経て改良しました。 

■ 

まずは、防除適期の可視化、計画から報告
までの一気通貫な業務管理、インストール
不要の高い導入性にあります。 
また、品種・移植日・気象データを活用し
て病害虫ごとの防除適期を算出し、複数病
害虫の同時防除による散布回数削減と作業
効率化を支援します。 
さらに、親子ユーザ機能やフレンド機能に
より、個人や団体を横断した共同散布の進
捗を一元管理でき、広域的な防除活動や関
係者間の連携を円滑に推進できます。 
加えて、筆ポリゴン、農薬登録情報、気象
データなどの公的データ、農研機構委託プ
ロジェクト研究「省力的な IPM を実現す
る病害虫予報技術の開発」の成果である防
除適期予測アルゴリズムを活用し、信頼性
の高い防除計画の策定を実現しています。 
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